
学校給食費の無償化について

Ｒ５給食費（円）

学年 一食単価 年額

小１～小２ 275 52,250

小３～小６ 280 53,200

中１～中３ 340 64,600

１ 学校給食費の現状（令和５年度より増額改定）

※「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」の活用
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１学期 ２学期・３学期

Ｒ５増額分を
市で補助

補助金額
1,084万円

無償化
交付金額

1億8,126万5千円

合計 1億9,210万5千円

（年間食数190食）

３ 学校給食費無償化試算（令和５年度予算ベース）

給食費無償化に係る経費 ㋐－（㋑＋㋒） 2億5,476万2千円

総児童・生徒に係る給食費 ㋐ 377,329,550円

就学援助・特別支援受給世帯に係る給食費 ㋑ 109,813,350円

生活保護受給世帯に係る給食費 ㋒ 12,755,000円

２ 学校給食費への市補助金・交付金の額（令和５年度）

資料４
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公会計化 システム導入スケジュール

令和５年 ９月 令和６年度事業提案提出

令和６年 ４～５月 事業者選定・入札

６～７月 事業者との契約

令和６年 ８月～
令和７年 ２月

システム構築（約６か月）

３月 試験稼働等

４月 本稼働

公会計化 条例制定スケジュール

令和６年 ４～５月 条例案作成

令和６年 ６～８月 法規審査（約３か月）

９月 議案提出準備

11月末 教育委員会定例会議案提出

12月 市議会定例会議案提出

令和７年 ４月１日 施行

学校給食費の公会計化について

学校給食費の公会計化については、中央教育審議会（平成31年１月）で取りまとめられた答申において、「学校におけ
る働き方改革」の具体的な方策の一つとして提言されている。
また、公会計化を実施することにより、『給食費の管理における透明性の向上』、『給食の安定的な実施』が図られる

と考える。

１ 公会計化に向けたスケジュール


